
第３回 嬉野市下水道審議会

下水道課

令和８年７月２９日（水）



前回までのふりかえり

第１回下水道審議会

下水道事業経営状況と市営浄化槽事業の今後の検討

第２回下水道審議会

市営浄化槽事業の経営改善策について検討

・整備計画の見直し（市町村設置から個人設置浄化槽への補助金へ切替）

・帰属浄化槽の受入れの廃止

・個人浄化槽への無償譲渡
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①3事業の経営状況（損益計算書）
～1年間の収入と支出～

※基準外繰入金とは、使用料収入だけでは必要な経費を賄えないため、不足分を一般会計から補っている繰入金のこと。
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②経費回収率からみる経営状況

経費回収率とは・・・
使用料で維持管理費をどれだけ賄えているかを
示す指標。100％以上で維持管理費を使用料で
賄えている状態です。

市営浄化槽事業は50.8%と最も低く、使用料だ
けでは維持管理費を十分に賄えていない。
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③市営浄化槽事業における課題

課題①維持管理費の特性

・保守点検・清掃・法定検査など、使用水量に関わらず一定の維持管理費が発生する。

課題②現行料金体系

・使用水量に応じた料金体系のため、維持管理費の特性を十分に反映できていない。

課題③経費回収率の低さ

・使用料収入だけでは維持管理費を十分に賄えない。

公共下水道事業・農業集落排水事業よりも経費回収率が低い。
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④料金体系のあり方について
現行 水道使用水量に応じた料金体系
【メリット】

・使用水量に応じた負担

・公共下水道事業・農業集落排水事業との料金体系との整合性を確保

【課題】

・浄化槽の維持管理費は、使用水量に関わらず一定程度発生する

・浄化槽の規模と料金負担が一致しない場合がある

・個人設置浄化槽利用者との維持管理費の負担の公平性

見直し案 人槽体系
考え方

・浄化槽の規模（人槽）に応じた料金体系

・維持管理に必要な費用を踏まえた負担

・個人設置浄化槽との負担バランスを考慮
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⑤今後10年間の収支計画

（千円） （千円）

市営浄化槽の整備により接続人口は増えるものの、人口減少に伴い使用料収入の大幅な増加は
見込めない一方、浄化槽の維持管理や整備に伴う費用負担が継続することから、基準外繰入金
を見込まない場合、収支不足及び資金残高の減少が見込まれる。
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⑥総括原価の算定（令和9年度～令和13年度）

※国が示す使用料算定期間は、3年～5年程度に設定 8



⑦使用料算定の考え方

総括原価に基づく改定率
基準外繰入金を見込まない場合

総括原価（５年間） 540,726千円

現行使用料収入（5年間） 269,534千円

不足額（5年間） 271,192千円

必要な改定率 200.62％

・利用者負担を考慮し経費回収率80％を

目標として検討

・水道使用水量体系から人槽体系へ見直し
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⑧今後の進め方

今回

・人槽体系への見直し

・使用料算定の考え方

次回

・人槽別使用料（算定案）

・現行使用料との比較

・経費回収率の改善効果

10


